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攪 拌 デ ポ に よ る籾 の 除 湿 乾 燥 技 術
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1  は  じ  め に

共乾施設は,従来までの乾燥・調製作業の合理化という
観点からだけでなく,地域営農レベルでの生産 。流通体制
の組織化や過剰な機械設備投資を回避するうえでも重要視
されている。

共乾施設における攪拌デポの利用は,収穫作業での適期
収穫 。休日収穫・不順天候等で発生する荷受けの集中化に

対応でき,一時貯留を含めた乾燥作業の効率化を図るうえ
で有効である。
また,常温に近い状態で乾燥するため,よ り自然乾燥に
近く品質低下をさせない乾燥法とされてきた。
こうした背景の中で,近年除湿機を利用した乾燥法が各
方面で試みられ,実用化に至っている。
そこで本試験では,混合累積乾燥の攪拌デポと除湿機を
組み合わせた籾乾燥調製施設において,施設やエネルギー
の効率的利用法の点から検討した。

2試 験 方 法

(D 試験期日 平成 3年 (1991年)9月 17日～10月 5日
2)試験場所 山形県長井市寺泉ライスセンター
(31 供試施設 デポ SSD-8M(150t)

大送風機 CMFⅡ #55(75KW)
小送風機 CMFΠ #25(22KW)
除湿機 DAS-1500PA(圧 縮機 108
KW)

“

)供試籾  ササニンキ 150t
6)乾燥条件 籾水分18%を越える場合,外気湿度75%

未満時除湿機停止

籾水分18%以下の場合,外気湿度65%未
満時除湿機停止

籾水分18%以下の場合,外気湿度75%以
上時大ファン停止

6)調査方法
籾水分は,デポ内10箇所からサンプリングし測定した。
品質調査と食味官能試験は,荷受け時にサンプリングし
た籾を陰千しした試料及び循環型乾燥機で火力乾燥した試

料と排出時にサンプリングした試料について行なった。

3 試験結果及び考察

供試施設は,150t容量の授拌デポを屋外に有 し,除湿通
風装置を屋内に設置したものである。

乾燥条件は,上述したとおりで,エネルギーの効率的利
用の観点から,除湿機,送風機を作動させる条件を設定し,
それらの組み合わせた混合空気を送入するものとした。な

お,こ れらの操作はすべて自動的に行なった。

張込み量は,表 1に示したように,籾水分が低 く翌日か
ら降雨が予想された9月 18日 に419t張込んだほかは, 1
日最大張込み量30tと し,降雨の19,20日 を除いた23日 ま

表 2 乾燥結果

注 1)エネルギー効率1よ 水1セ当たり麹 .501び
J-232×

20℃ =2,4552K。 として計算した。

2)脱沐経費は,電力料金1489円 /KWhと して計算した。

での7日 間で150t満了張込んだ。

乾燥結果を表 2に示した。これをみると,荷受け終了ま
での7日 間で,平均水分が213%か ら197%と 低い乾減率
であった。
これは,降雨により外気湿度が高く推移したことや送風
機を通常より小さくしたにもかかわらず初期に多量に張込

みを行なったため,風量比が低下したことによるものと推
察される。これに対し,満了後から仕上がりの10月 5日 ま
での11日間では平均籾水分が197%～ 157%と比較的高い
乾減率を示した。

表 1 張込籾と風量比
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次に,エネルギー効率についてみると,全体では1369
%と火力乾燥に比べ効率はよかったが,荷受け終了までが
897%と 低い。これは前述したように,初期段階での投入
量が多かったことによる乾減率の低下が主因であり,加え
て雨天により湿度が高く,気温が低かったことも影響 した
ものと考えられる。実際の荷受けを想定した場合は,今回

図 2 穀層内各部の籾水分の経過

品質調査

のような厳しい状況は少ないと思われ,エネルギー効率の
向上は期待できると考えられるが,今後の課題として検討
を要すると思われる。
図 1に は,籾水分の経過と堆積量の推移を示した。荷受
け期間中の籾水分は,生籾を投入することにより,一時的
には水分が上昇するが,2～ 3日 程度で平均水分に達した。
この結果は,従来までの見解と一致しており,累積混合乾
燥の特徴と言える。一方満了張込み後は,水分のバラツキ
が徐々に小さくなり水分の低下がみられた。
図2に は,穀層内各部の籾水分の経過を示した。
貯蔵乾燥は,籾を厚く堆積するため,穀層間のムラが懸
念される。このため本試験では,攪拌操作により均質化を
図った。その結果,層間のムラは比較的少なく,除湿空気
を送入しても,最下層の過乾燥の部分は比較的少ないと思
われた。
表 3,表 4に は,品質調査及び食味試験の結果を示した。
品質は,胴割れ粒の発生が10%と火力乾燥より極端に
少なく,他の項目においても同等かやや優る働司にあった。
食味官能試験では,火力乾燥と同等で,食味の低下は認
められなかった。
今回の除湿機を利用した乾燥方式は,入気温が外気に比
べ 2～ 3℃上昇し,低湿な空気を送入させることが可能で
あった。
しかし,除湿機の能力と送風量のバランスが崩れ,一部
着霜がみられたため,冷凍機出力を小さくするか送風量を
増やす必要があると思われた。
また,籾水分が低く外気湿度が高い場合には,吸湿を避
けるため大送風機を停止させる制御を行なったが,除湿後
の空気湿度が下がり過ぎ,過乾燥や乾燥ムラの発生が懸念
された。このため,外気条件によっては,常時混合通風や
条件によっては常温通風等の方式が適切と考えられた。

4 ま と め

除湿機を利用した累積混合乾燥は,外気湿度に左右され
ることなく,常時調湿空気での乾燥が可能であり,品質低
下は認められなかった。また,エ ネルギーの効率的利用や
安全性の点からも有望な乾燥方式と思われる。

今後は,コ スト低減に向けた機械の改良や効率的利用法

を検討する必要がある。

表 3

図 1 籾水分の経過と堆積量推移
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表4 食味官能試験
基準 :火力乾燥
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